
(ⅰ)

'方程式①が異なる2つの正の実数解をもつためには，(ⅰ)の2次方程式が
1より大きい異なる2つの実数解をもてばよい。

【解法１】(ⅰ)の2次方程式の解は　t=b±√b^2-b-6　で与えられる。
この解が異なる2つの実数解であるためには，b^2-b-6>0
また，この2実数解が1より大きいためには，b-√b^2-b-6>1
以上より，3<b<7

【解法２】f(t)=t^2-2bt+b+6とおくと，2次方程式f(t)=0が1より大きい
異なる2つの実数解をもつためには，次の3つの条件を満たさなければならない。
・放物線y=f(t)の頂点のt座標の値が1より大きい：b>1
・放物線y=f(t)の頂点のy座標の値が負:-b^2+b+6<0
・f(1)>0:-b+7>0
以上より，3<b<7
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𝑦 = 2𝑥2 + 8

−1 < 𝑥 < 2 𝑎 < 𝑥 < 𝑎 + 5

−3 ≦ 𝑎 ≦ −1

𝑡2 − 2𝑏𝑡 + 𝑏 + 6 = 0 𝑡 > 1

3 < 𝑏 < 7


